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 市民・事業者アンケートについて 
第三次瑞浪市環境基本計画の策定にあたり、市民、事業者を対象に環境保全や地球温暖化対策に

対する考え方や取組状況、行政に望む施策などを明らかにし、計画策定に各主体の視点を反映させる

ための基礎資料とすることを目的として、市民・事業者アンケートを実施しました。 

 

１．調査対象および調査方法 
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みどりが豊かで、水辺や里山などの自然を

身近に感じることのできるまち

省エネ家電や太陽光発電設備、蓄電池が普及し、

便利でエコな生活が定着したまち

太陽光など再生可能エネルギーを活用し、

安定したエネルギーの自給自足を目指すまち

環境負荷の少ない公共交通の利便性を向上し、

誰もが移動しやすいまち

企業が事業の脱炭素化に取り組み、

環境保全と産業活性化が両立したまち

幅広い世代が地球温暖化や瑞浪市の環境について

知る・考えることのできるまち

3R（リユース・リデュース・リサイクル）の取組が

進んだ省資源でクリーンなまち

電気自動車や燃料電池自動車、水素の供給など、

最新技術で脱炭素社会を実現するまち

その他
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４．代表的なアンケート結果 

(１) 地球温暖化防止において目指すことが望ましい姿 

市民、事業者ともに、「みどりが豊かで、水辺や里山などの自然を身近に感じることのできるまち」

と回答した割合が最も多い結果となりました。本市の豊かな自然環境を背景に、森林や農地里山、

水辺などの自然と調和したまちの姿を希望していることが伺えます。 

◆市民  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆事業所  
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(２) 地球温暖化防止対策と生活の利便性との関係に対する考え 

◆市民  

「現在の利便性を維持しつつ、地球温暖化対

策を行う方がよい」と回答した市民が最も多く、

半数を超える結果となりました。 

脱炭素社会の実現に向けて、今以上の制約

を強いるのではなく、利便性と温室効果ガス排出

量の低減を両立する取組が求められています。 

 

 

 

 

(３) 地球温暖化防止への取組に対する考え 

◆事業者  

「環境への配慮は社会的責任であり、必要不可欠である」と、「環境への配慮と経済効果が両立

する対策（省エネ等）に重点的に取り組むべきである」について、それぞれ約半数の事業者が回答

しており、地球温暖化対策に対して消極的な回答と比較して多い結果となりました。 

事業者においても、環境配慮と経済効果の両立が求められており、温暖化対策に取り組むこと

によるメリットやインセンティブの付与が、取組の拡大に必要だと考えられます。 
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